
授業改善

１．取組の内容

２．取組についての評価等
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大分県教育庁 教育改革・企画課、義務教育課

総合的な学習の時間と各教科等における付けたい資質・能力が相互に関連にしているかを、各学年の単元配列表で確認し、教育課程に掲載
することにより付けたい資質・能力を意識したカリキュラム・マネジメントを推進

［取組事例］佐伯市立鶴谷中学校、生徒数５２１名、佐伯教育事務所管内

（１）学習内容、学習方法、体験活動等を複数の教科・領域で関連付けすることにより、各教科に留まりがちな児童生徒の学びをより横断的、関連的に深めることができる
（２）一つの体験や学習内容を複数教科等で活用することにより、新たな体験や教材の追加等を抑制でき、カリキュラムのスリム化を図ることができる
（３）作成に当たり、教員が学校の教育目標に基づくカリキュラム全体で児童生徒を育てる意識が高まり、見通しのある実践につなげることができる

◆付けたい資質・能力を、総合的な学習の時間を中心に各教科等と関連付けて位置付ける

カリキュラム・マネジメントの確立
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［番号：１２］
［事例：９］


